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第１３回木材保存技術奨励賞

西岡久寛（株式会社コシイプレザービング SEグループ）

業 績 概 要

株式会社コシイプレザービングは，１９７５年（昭和５０年）に，越井木材工業�の薬剤部を発展的に改組し
独立した会社です。１９８４年には，第４級アンモニウム塩を使用した無色加圧薬剤「レザック R」の販売を開
始しています。また，１９８９年には，安全性重視・環境負荷への配慮という視点からポスト CCA薬剤として，
マイトレック ACQの販売を開始しました。弊社では，いまでもこの一貫した方針が，開発コンセプトにな
っております。
入社以来，国産間伐材の有効利用という点から，土木資材への利用が大きなテーマの一つでした。これ

は，加圧処理の実状調査から開始し，日本全国の加圧工場を廻ったことも最近のことの様に覚えています。
この調査結果から得られたヒントが，土木資材への利用は，更なる性能の向上が不可欠だということでし
た。土台等の場合，木材表面に刺傷痕をつけ，加圧注入することで品質確保がなされています。しかし，
土木資材として，このインサイジングが使用されることはほとんど無く，その結果として，浸潤不良等を
生じ薬剤本来の効力が発揮されず，短期間に腐朽あるいは蟻害（シロアリ）等の生物劣化が生じた事例も
報告されていました。
この様な状況の中で，１９９７（平成９）年度から農林水産省の補助事業を担当し，加圧式注入処理の前処理と

して，圧縮加工処理技術の開発に至りました。これは，木材に横圧縮を加え，水分の有効通路を人工的に開口
させる技術であり，木材表層に均一な薬剤層を構築させるものであります。この装置開発から，土木資材と
して使用する部材「O＆Dウッド」の製造マニュアルの確立を行い，国産間伐材の高耐久化を実現し，木製校
倉式擁壁等の性能向上と利用分野の拡大が可能となりました。今では，日本国内の防腐処理工場でこの圧
縮処理装置「つぶしんぼう」を設置し，高耐久性を付与させた処理木材がエコ資材として流通しております。

今後の取り組み

現在，コシイプレザービングでは，木材保存剤のメーカーとして適切な情報を正確に伝えることをポイ
ントとして取り組んでいます。当然，使用するものが薬剤である以上，絶対不可欠なことであり，安全性
や環境負荷を情報として流し，理解されることだと考えております。
また，安全性重視といえども，上位概念は社会貢献ですので，期待される効果は発揮されなくてはなり

ません。特に，外構資材や土木資材となれば，その使用環境は非常に厳しく，期待される耐久性を発揮さ
せるためには，適正かつ正確な処理が必要となります。
薬剤処理については，厳しい状況ではありますが，安全性が高く，環境負荷の少ない薬剤開発を行い，

本当の意味での「木材保存」をなし遂げ，処理木材の工業化へ一歩でも近づけたらと考えております。
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琉球大学生物資源科学科卒（１９９５卒）。同大学院農学研究科修了（１９９７年）。

株式会社コシイプレザービングに入社後，SEグループにて，木材保存剤や

関連機械の研究開発に従事，現在に至る。

注入性向上のための圧縮処理技術の実用化と普及
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